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緒言
濃 厚 水 溶 液 の 蒸 氣 壓 測 定(第一耡
沃 度 加 里 水 溶 液 に就 て
古 谷 登
諸種 の物 質 の 水 溶 液,而して 之れ が種 々の 濃 度 に 於 け る蒸氣 座 は諸
家 に依 つ て測 定 され て 居 るが羨 厚 水 溶 液 特 に 之 れ が高 温 度 に於 ての
成 績 は餘 り文 献 に も.認め られ ない。 於 茲 堀 揚 教 授 の.下に 於 て,特狸 の
裝 置 を 川 ゐ,種々 の 物 質 に 就 き この 方 面 の 研 究 が若 手 せ られ 牝 の で あ
つ て,今後 其研 究 戊 績 は絞 出 せ られ ん と して 居 る.余 は 沃度 腑 果 溶 液
に 就 き之 れ か 研 究 を 行 つ ナニの で,茲に 其 成 績 を 發 表 す る こ とに す る。
ロラ てね くお
抑 も.沃度 加 里 水 溶 液 の 蒸 氣 匪 はTammalm,Dieteriei,B(imtsted等に伎
つ て測 定 され て 居 るか,其濃 度 は多 くは 倚稀 薄 な る もの で,且っ 其 温度
は 總 て10σ℃ 以 内で あ り,共測 定 方 法 は 余 等 の行 つ た もの と全 然 異 な
る もの で あ る。 後 述 す る此 の余 等 の行 つ 牝 蒸 氣 壓 測 定 方 法 は,特に其
歴 ヵ指 示法 に 於 て,在來 の もの に比 し諸 種 の點 に於 て 特 種 の 位 置 を占
め る もの で あっ て,此點 に て も意 義 深 き もの と思考 す る。
實 驗 材 料,貿驗 装 置 及 び 賢 驗 方法
沃 度 加「里 は 口本 葉 局法 に 依 る もの を三 回繰 返 し再・緒 晶 せ しめ九 も
の を 使 川 し溶 媒 と して の 水 は,沃度 加里 溶 液 が 酸 素 及 ひ炭 酸 瓦斯 の存
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の 瓦 斯 を 含 有.せざ る もの をJllひん と努 力 しJ一。 即 ち 買驗 毎 に 傳 導度
測 定 用 の 水 を コル ベ ンに入 れ之 れ を水 流 ボ ンプ に迚 結 し,同時 に煮 沸
●せ しめ,水中 に 奮右 さ る 」酸 素 の排 除 に 努 め た らの で あ る.
余 の 行 ひ7.二る賓驗 に於 て は高 温 度 で は高 氣 壓 とな る爲 に,特殊 の 装
竃.を要 す る もの で,大睡 第 一 圖 に.T.す如 くで あ る,即 ちsは パ イ レツ
ク ス硝 子 を以 て製fY
した 颶 力 指 示 計 で,
UIS
mitL及びBokl10臨の
考 察 に な る もの を 變
形 し,Ti:#GiYr國大 學 物
理 化 墨 数 室 で 專:ら使
用 して 居 る もの で あ
る。 其 構 造 は 第 二 岡
で も明 で あ る』 此 の
上 部9に 於 て 金 屬 管
と結 合 さ れ て ゐ る が,
其 方 法 は 先 づ 硝 イ・に
L"1
白a〆 ツ キ を,次で 其





























之れ と金屬.管とを 密 に ハ ング付 し.t_もの.で,為歴 力.とな り其 感 力 の臆
出 を防 ぐ爲 に は 其間 爾 特 別の 考案 と翔 常の 熟 練 とrr要す るか 精 細 な

















で,電流 を適 當 に 調 節 す る
ては 一 定p;}所要 の温 度 に 保 持 し醤 る。
寒 暖 計 を揮 入 す る。Gは 炭 酸 ボ ンベ ー ∬9-Mは 水 銀 胚 力計,¥1一¥[
は高 壓 用 金 屬 壓 力 計 で あ る.A,β,C,D,Eは金 凰 コ ツ ク,n,b,cはGfiF
コツ クで,夫々の 開閉 に 依 つ て 種 々迺 血 連 結 す る こ とをi:Aる。 即 ち温
度 を 上 昇 せ しめ る時 は蒸 氣 壓 の 上昇 につ れ て趣 力 指 示 計 の 中央 に 存
す る針kは ・1の部 分 の 彎 曲せ る創 こ・漸 次 中央 よ 購 反 す る.初 めは
C,Eを 閉 じ,A,B,Dを 開 き,b,cを 遯 じ て 少 許 宛 の 室 氣 を 入 れ る こ と
に この 歴 力指 示 計の 下部iに 實 蹶 材 抖 を 入 れ
る もの で あ るが,其爲 に 先 づiの 部 分 に重 量 を
測 定 せ る沃 度 加 里 を,hの部 分 に同 じ く重 量 を ・
知 れ る水 を 入れ,h管の 上 部 を閉 鑽 し,U管の 部
を液 盟 空氣叉 は 固體 炭 酸 を 以 て 冷却 し,mを眞
筌 ボ ンプ に連 結 す る。 然 る哮 は 其 部 分 の 筌 氣
の 緋 除 され る と共 に,hに存 在せ る水 こま眞 空 蒸
溜 され'℃U管 に凝 結 す る。 全 く眞 空 に なれ る
こ とを ガ イスvル 管 で確 定 しtJ後,eなる毛 管
部 で 閉 鑽 し,次でiを 冷 却 しU管 を温 め る臨U
管 に氷 結 せ る水 は 全部iに 到 りてfの 部 分 で
閉 鎖 す る に及 ん で,…の部 分 に於 て は 全 く眞 空
默 盟 の 下 に一 定 濃 度溶 液 が 存 在 す る こ と とな
る。
0は 電 氣煙 で 内 徑5糎 長 さ33糎の鐵 管 に 二
重 に 昌 ク ロー ム線 を卷 き,之れ を 黒 鉛 坩 堝 中 に.
入 れ,其間隙 を ア スベ ス ト粉 末 で 充填 し匹 もの
ことに 依つ て,余の儉 査せ る200℃以 内 に於
り
此 中 に壓 力 指 示 計 及 びTな る
一(278)一
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に 依 つ て,靈反 せ る針 は 原 位 置 に復 蹄 す る。 其 際 の 壓 力 を 水 銀 壓 力 計
に て讀 む 時,茲に其 溶 液 の 其温 度 に 於 け る蒸 氣 壓 が 現 れ る。 但 し氣 壓
訂 で補 正 す る こ とは 勿 論 で あ る。 斯 く して10(閏 以 上 に 温 度 の 上昇
す る噂 は 蒸無 歴 は 一 氣 壓 以 上 とな る故,Bを 閉 じCよ り瓦斯 ボ:"'
一 に依 りて壓 力 を調 節 す る。 而 して三 氣 壓 迄 は 水 銀 壓 力 計 を 用 ふ る
も,夫以 上 に到 れ ばDを 閉 じ,E7ePAきて 金 屬 壓 力 計 を 使Jfiする。
歴 力指 示計[11に存 す.る1な る 部 分 は 稀簿 な る硝 子 に て 製 作 さる 乱
爲,僅少 な る歴 力 に感 じ得 るガ,尚内外 の 歴力 を 調節 す る こ とに 依 つ て
よ く高 無壓 使 川 に 迹 しー得 る もの で あ る。
蒸 氣 壓測 定 成 積
上述 の 如 き實 験 装 置及 び 方 法 の 下 に於 て,温度 は3〔)nCより200心迄
徐 々に 上昇 せ しめ,其開5。征 に 蒸 氣 壓 を測 定 し・溶 液 の 濃 度 は100瓦溶
液 中沃 度 加 里含 有 量 亅3.14,22.δ2,36.13.49.92,5痛0,60.00,67.50,72.g5,
75,66瓦及 び 各 温 度 に於 て 惟 に飽 和 歌態 に 存 在 せ る ものs十 種 で ある。
其 戒績 は 第 二 表 乃 至 第 十 一 表 に示 す。 但 し100℃以 上 の もの の み を
くゆ
記 載 す る。 第 一 表 は 水 の 蒸氣 壓 で,落液 の 夫 れ と比 較 す る篤 工」andolt
の 表 よ り引 用 し弛。 第 一 表 よ り第 一トー 表 に到 る迄 の 蒸 気 厘i戌績 を 圖
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今 鬪示 せ る蒸氣 壓 曲 線 を
綴 察 す るに,濃度 のair;大
す る に俘 ひ各 温 度 に於 て 可
成 り著 明 な る蒸氣 壓 の 降 下
を認 め,其降 下 度 は各 表 に於
て 矧恥 の 下 に 示 せ る もの が
之 れ で あ る。YilS,Xの 曲
線 を 見 る に,IXは 亅・虹)。C,X
は1ね℃ 譫 まで は 飽 和」伏態
の もの の 蒸 氣 歴 曲線 と一 致
して 居 る が,其温 度LJ,isに於
て は 分離 上昇 す る。 即 ち該
温 度 に到 りて 初 め て所 要 の
濃 度 即 ちIXで はT.95k.s
では/J.06となつ ナこもので,
此分 離 點.は其 濃 度 か其 温皮
に於 け る溶解 度 を 示 くrこと
を 表 す黥 で あ る。
第 三 圖











































A得 ナ;る蒸 氣r測 定 結 果 をClnPcyiron・Clan=iu3の式
T'・・一一}・CT
に よ りTlnpを 縱tllliに,Tを澁 軸 に と る 時,第四 圖 の 如 く各 濃 度 の もの
に 就 て 夫 々 直 線 ξ な る。 併 し此 等 袵 線 は 濃・度 の 異 な る に つ れ 其 傾 度
を 多 少 變 化 して 居 る。 事 實 此 の 傾 皮 を 示 すCの 贋 は13.05,12.8i,12SD,
12.68,12.53,12.48,12.45,12.43,ly,19,1L62と濃 度 と…共亀二變 すr。



































度 加 里 のd'Sill度に於 け る溶 解 度 を決 定 す る こ
る。 余 は余 の 得 た 蒸 氣 墜測 定 戒 績 よ り之 れ を 定 め ん と した もの で,若
し之れ か.可能 な れ ば 意 嚢 深 き もの で あ る。 瑾 鵡 的 に は横 軸 に濃 度 を,
縦 軸に蒸 氣 堅 を と り广 定 温度 に就 き夫 々の?'ｧ%め,こ れ を 結 合.しナニ
ー(黔 の一
西 圖 て,之れ か 濃
度 に依つ て
斯 く變 少 る
こ とは甚 だ
興 味 あ る間





よ り蒸 發 熟
Yg計算 しナニ
る價 は 第 晶





定 に は 爽 々
一 定 の 方 法
/fa/60/yo/8e/90100
オ が あ るか,沃
とは 實 にii難の業 で あ
1
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ガ 其 温 度 の 飽 和 溶 液 の 蒸 第 五 囲
氣 壓 の 高 さ と な っ 九 時,其
點 ガ 共 温 度 に 於 け るミ峇解
度 を 示 す。
斯 くの 如 く して 得fこ結
架'は第 五 圖 及 び 第 十 一 表






な る。 此 の 價 は 先 き に 蒸
氣 壓 濁 定 成 績 の 項 で 述 べ
ナニ エX,Xの 曲 線 か 飽 和 溶
液 の 趺 態 の 曲 線 と分 離 す
る點,即 ち145℃ 及 び170℃
.に於.け.る其 曲 線 を 鼓 い ナニ
濃 度72.95瓦及 び7δ.56瓦が
其 温 度 に 於 け る溶 解 度 を
・ ・t… 砿 ・良 ・一 〇 冖 瞬"'・4'、撫 卸'ego
致 して 居 るd叉 沃 度 加 里
くロラ
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得 た高 温度 に於 け る 慣 とは,」じ闘 よ く連 續 し且つ 金 盟 と して 直線 上に
溶 解 度 は櫓 加 して 行 く。
活 性 度 の計 算 に競 て
最 後 に溶 液 の 蒸 氣壓 か ら溶 質 並 に溶 媒 の 溶 性 度 を計 算 せ ん とし7㍉
溶 媒 の 活 性 度 はP/Puにて示 され る,こ のPI/Poは遷 液 の 蒸氣 壓 降 下度
を現 す もの で,其價 は 第 二 乃至 第 十一 表 に示Y,
Ng
黻 澱 度・ 幅 一一黛 肱({γめ
a
σゼー・一一溶 質 活 性 度X"X空 …溶 媒 溶 質 のml煎rfrξ瓦帽on
p一 一・・溶 液 の 蒸 氣 壓 恥 ・…一・水 の 蒸 氣 歴
で 示 さ れ る もの で あ る が,余が 上 に 求by9:二n/Puの價 は 稀 薄 溶 液 の 揚 台・
を 缺 い で 居 る か ら,この 積 分 を 正 し く行 ふ こ と が 出 來 ぬ。 溶 質 の 活 性
度 の 研 究 は こ れ を 將 來 に 殘 して 置 ふ と 患 ふ。
結 諭
L沃 度 加 里 の 種 々 の 濃 度 の 濃 厚 溶 液 の 蒸 氣 腰 を 測tiし,蒸發 熱 を
計 算 し,且つClnpeyron-Clnusinsの式 に 於 け るCの 悵 が 濃 度 に 依 り異 な
る.こと を 確 定 し六。
2・ 蒸 氣 壓 の 價 か ら高 温 度 に 於 け る 沃 度 加 坐 の 溶 解 疲 を 計 算 した,
3.溶 媒 の 瀁 性 度 を 計 篁 しナ:。
掏 筆 に臨 み 恩 師堀 援 数 授 の御 懇 篤 な る御 指 導 並 に御 校 閲 に對 し
て瀟 腔 の謝 意 を 表 しま す。
昭和二年五月
京 都 帝 國大 學物 理「化 學.研究.室に て.
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